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発行所　　　 三重県茶業会議所
三重県津市桜橋１丁目649番地
三重県農業共済組合  桜橋会館内
TEL（０５９）２２６－８５５１
FAX（０５９）２２７－９６５４

令和4年度、三重県茶業会議所通常総会は、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大を予防するた
め、6月14日（火）農業共済組合桜橋会館（津市）
で、役員会に引き続き開催いたしました。
63名の代議員中、19名出席と36の委任状によ
り、上程されました議案はすべて原案通り承認さ
れましたのでその概要を記載いたします。

令和4年度事業計画
お茶は、人々の暮らしの中に深く溶け込み、生活にゆとりと潤いをもたらす飲み物として広く
利用されてきましたが、近年、日本茶の需給バランスが崩れ価格低下を招くとともに、新型コロ
ナウイルス感染症対策として社会・経済活動の自粛、行動変容が求められ、お茶を始め、あらゆ
る商品の需要、サービスが縮小し、生産者・商工業者などが厳しい経済環境におかれています。
こうした状況のなか、国、県、市町においても様々な事業継続や販売促進の支援措置が講じ
られ、当会議所の会員においても、こうした事業を積極的に活用して自らの経営の維持と将来
の発展を目指した活動が行われています。
一方で、これまで取り組んできた、三重県で生産された安全・安心で良質な ｢伊勢茶｣ を消
費者に飲んでいただくことや「伊勢茶」に関する歴史・文化などの情報発信、ブランド力の向
上については、コロナ禍、その活動が制限されることから一層の工夫が必要となっています。
そこで、本年度は、厳しい状況下においても、コロナ禍前の活動を徐々に取り戻しつつ、将
来に向けての伊勢茶の体質強化を念頭において、生産者、加工･流通業者等が一体となって英
知を結集し、以下の基本方針に沿い、伊勢茶ブランドの拡大・浸透を図って行きます。
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〇伊勢茶のブランド力強化・消費拡大
日本茶の文化的価値やお茶のもつ機能や効能等とともに、伊勢茶の特徴や良さをわかり易く
情報発信し、県内外の消費者・実需者に対してお茶のある暮らしに向けた生活スタイルの提案
を行います。
〇良質な伊勢茶の生産・経営基盤の強化
三重県茶業が将来に向け安定的に持続するため、県・市町や関係団体等と連携して、高品質
なお茶の生産、計画的な茶樹の更新、経営コスト及びリスクの削減、担い手の育成などに取り
組みます。
〇消費者に信頼される安全安心な伊勢茶づくり
生産から加工・流通、消費に至る安全・安心の確保に向け、GAPの取得による品質管理・生
産工程管理やHACCPの考え方を取り入れた衛生管理等を進めます。
〇コロナ禍の影響にも負けない組織体質の強化
コロナ禍、県内茶業界を牽引してきた各組織等においても、事業縮小が余儀なくされ、世代
交代も進んでいることから、将来に向けての組織体質強化や人材育成などに取り組みます。

（伊勢茶のブランド力強化・消費拡大）
1　伊勢茶リーフの需要拡大事業（継続）
「淹れ方教室｣ を通じリーフ茶の需要拡大を図るとともに、地域の茶業組合による小中学校生
を対象にした ｢お茶でうがい運動｣ 等の支援活動等、伊勢茶のPRを行い、緑茶ファンを増や
す運動に取り組みます。
　・「淹れ方教室｣ の開催
（1）高等学校、一般グループ、イベントなど様々な場面、対象に対する淹れ方教室の実施
（2）伊勢神宮 ｢伊勢茶接待所｣ 開設（※昨年度に引き続き、本年度も中止が決定しました。）

以上の事業については、県茶業青年団、県茶生産青年会、日本茶インストラクター協会三重
県支部、伊勢茶推進協議会の協力を得て実施します。
2　伊勢神宮 ｢伊勢茶（新茶）｣ 奉納事業（継続）
本年で19回目となる伝統的な行事として、新聞、テレビ等でのPR効果も期待出来ることか
ら引き続き実施します。
3　伊勢茶認証店支援事業（継続）
本年度も引き続き申請を受け付け、情報発信方法等の工夫等制度の充実を図り、伊勢茶の認
知度向上・販売促進を目指します。

（良質な伊勢茶の生産・経営基盤強化）
4　「第2期伊勢茶リフレッシュ運動｣ 推進事業（継続）
3年度も国の茶改植等支援事業に取り組みます。
　・国補事業：茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進
　令和4年度公募申請済み（6組合＋1団体）
　　改植12.4ha、新植1.2ha、台切り1.4ha、有機栽培への転換1.2ha　等

5　茶セーフティネット事業（再実施）
燃油価格高騰を受けて事業を実施します。
第3期事業（令和3年～5年）のうち、令和4～5年度の実施
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6　伊勢茶振興助成等事業（新規、一部再実施）
（1）生産技術等課題解決のための調査・分析事業（委託または共同実施）
　�　生産等技術課題（農薬、肥料等の価格高騰対応等）の解決を研究機関や大学等と連携し
て進めます。（1件10万円　2件程度）

（2）伊勢茶新商品及び新サービス開発支援事業（助成事業）
　�　会員の自由な発想を生かすことにより、経営基盤の強化につながる伊勢茶商品や伊勢茶
を活用したサービスの開発を促進のため、これらの活動への助成事業をモデル的に実施し
ます。（1件10万円定額　6件程度）

7　品質向上・品評会参加事業
茶生産技術の向上と良質伊勢茶生産の発揚の場として関係機関の協力を得て、伊勢茶振興大
会を開催するとともに、各種品評会への参加を促し、上位入賞を目指します。
（1）伊勢茶品評会及び伊勢茶振興大会の開催
（2）第76回全国茶品評会（京都府）及び第74回関西茶品評会（滋賀県）
（3）出品茶品質向上奨励金の交付

（消費者に信頼される伊勢茶づくり）
8　｢安全安心な伊勢茶づくり運動｣ 推進事業（継続）
食品衛生法の改正への対応やグローバルGAPの認証取得は、伊勢茶の安全安心の高度化、さ
らには茶の輸出促進にも寄与することから、取得等支援を行います。

（組織活動の強化）
9　地区茶業組合等活動助成事業（継続）
地域における組合活動の推進と「伊勢茶の需要拡大｣、｢伊勢茶リフレッシュ運動」、｢安全安
心な伊勢茶づくり運動｣ への取り組みを強化するため茶業組合等へ助成します。
10　後継者等育成組織助成事業（継続）
後継者育成の重要性に鑑み、後継者等育成組織の活動を支援助成します。
（�県茶業青年団、県茶生産青年会、県手もみ茶技術伝承保存会、日本茶インストラクー協会三
重県支部）

11　茶情報等の発行（継続）
茶情報（年2回）及び技術情報等を発行します。

［役員の一部変更］

組織代表者等の変更に伴い、次のとおり役員が代わりました。

選��出��組��織 退任役員 新任役員

鈴鹿市茶業組合 今村　知寛 前田　　有

県茶生産青年会 水野　純志 米川　達也
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三重県茶業会議所  代議員・役員名簿三重県茶業会議所  代議員・役員名簿

任期：R2年7月～R5年6月

構成団体名 代議員 内役員 代　議　員　名 役　員　名

全農三重県本部 2 1 大瀬憲一・宮﨑博之 大瀬憲一

県茶商工業協同組合 4 4 安田　伸・中嶋浩喜・川原　登
伊藤貴彦

安田　伸・中嶋浩喜
川原　登・伊藤貴彦

三重茶農業協同組合 4 2 豊田栄之・大野博司・中尾伸次
原　　誠 豊田栄之・大野博司

桑名市茶業組合 1 1 伊藤公一 伊藤公一

いなべ市
　大安町茶生産組合
　北勢町茶業組合

2 1 伊藤哲也
片山善紀 伊藤哲也

菰野町茶生産組合 3 1 矢田長衛・片岡正人・曽根武夫 矢田長衛

四日市茶業連合会 9 4
矢田宗久・田中宏典・豊田宗浩
清水克司・鎌田俊充・伊藤俊也
小林賢二・本郷圭三・古川真幸

矢田宗久・田中宏典
豊田宗浩・清水克司

鈴鹿市茶業組合 7 3
水野純志・前田　有・山際基司
伊藤智也・本郷一馬・市川浩美
村上雅樹

水野純志・前田　有
山際基司

亀山市茶業組合 3 2 伊達謙二・一見守一・市川泰三 伊達謙二・一見守一

関町茶業組合 1 1 伊藤ちなみ 伊藤ちなみ

芸濃町茶生産組合 1 1 竹尾和郎 竹尾和郎

久居・一志茶業組合 3 1 横谷　威・山中重範・菅尾充孝 横谷　威

松阪市茶業組合 4 2 中村吉勝・青木俊己・髙橋　徹
村瀬成郎 中村吉勝・青木俊己

多気町茶業組合 3 1 加藤健一・大西正巳・大嶋博文 加藤健一

大台町茶業組合 4 2 中西一浩・松田典久・西村光弘
上岡國彦 中西一浩・松田典久

松阪市茶商組合 2 1 塚本泰弘・杉本怜子 塚本泰弘

伊勢市茶商組合 1 1 永井一誠 永井一誠

大宮町茶振興協議会 1 1 西村敏博 西村敏博

度会町茶業組合 3 2 中森　大・喜多嘉一・畑中勇作 中森　大・喜多嘉一

伊賀茶業組合 1 1 北森　徹 北森　徹

県茶業青年団 1 1 原　辰徳 原　辰徳

県茶生産青年会 1 1 米川達也 米川達也

県手もみ茶技術伝承保存会 1 1 市川泰三 市川泰三

学識経験者 2 2 鎌田隆郎・後藤健治 鎌田隆郎・後藤健治

計 64 38

顧　問 中嶋　正・田中利宣
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（伊勢茶の生産状況）
令和3年度の1番茶は、価格面での持ち直しが見られたが、4月中旬以降の天候不順もあり生
産量が上がらなかった。2番茶は昨年のように生産調整もなく、品薄感もあって取扱量、価格
ともに持ち直しの状況となった。昨年度から組織あげて国の茶販売促進緊急対策事業等に取り
組んだことなどが要因と考えられます。
しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大は、5波、6波となかなか終息が見えず、通常
の取引の回復の見通しは不明であるが、茶の販売事業で「美味しい」「ティーバッグは便利」等
の評価も得ていることから、伊勢茶のブランド力の強化や新たな茶に係る商品の検討などを進
めていく必要があります。
また、コロナ禍でなくても課題としてきた生産者の減少や茶園の荒廃化等県内産地の現状に
対しても、これまで以上に問題意識を持って対応していく必要があります。

（事業概要）
このようななか、令和3年度については、
（1）伊勢茶のブランド力強化・消費拡大
（2）良質な伊勢茶の生産・経営基盤の強化
（3）消費者に信頼される伊勢茶づくり
（4）コロナ禍の影響にも負けない組織体質の強化
を基本方針として、取り組みましたが、行政の指導の下、関係者や参加者の感染防止のため、
多くの事業を、休止、縮小せざるを得なくなりました。

1　総会・役員会等
（1）令和�3�年度総会
　令和�3�年�6�月28日（月）�　（三重茶農協会議室）　令和3年度通常総会　書面決議

（2）役員会等
　令和�3�年�6�月�8�日（火）�　（農業共済組合桜橋会館）　総務理事会
　　・令和3年度総会提出議案について
　令和�3�年11月�9�日（火）�　（農業共済組合桜橋会館）　第1回役員会　
　　　・�令和3年度事業実施状況と今後の事業実施計画及び令和4年度に向けての協議事項に

ついて
　令和�4�年�3�月24日（木）�　（農業共済組合桜橋会館）　第2回役員会
　　　・3年度事業実績報告（案）・次年度事業方針（案）について
（3）監査会
　令和�3�年�6�月�1�日（火）�　（農業共済組合桜橋会館）　2年度監査

（4）要望活動等
　・三重県議会茶業及びお茶の文化振興議員連盟発足　令和3年6月30日（水）　会頭
　　　令和4年3月7日（月）に議会棟で茶に関するイベント
　・自民党三重県連及び新政みえへの要望活動
　　　新政みえ（令和3年7月14日（水）会頭、副会頭出席）、自民党（書面提出）
　・知事と農業団体との意見交換会　令和3年10月8日（金）　会頭
　・県伊勢茶振興計画（主に生産面）の意見交換　令和3年11月9日（火）役員会終了後

令和 3 年度事業報告令和 3 年度事業報告
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・農林水産省と国際標準化機構（ISO）における抹茶の規格化に関する
　　　意見交換（ウエブ会議）　令和3年8月19日（木）、令和4年1月17日（月）
　　　会頭、副会頭、茶商工業組合、市場等代表者が参加

（伊勢茶のブランド力強化・消費拡大）

2　伊勢茶リーフの需要拡大事業（継続）
「淹れ方教室｣ を通じリーフ茶の需要拡大を図るとともに、地域の茶業組合による小中学校生
を対象にした ｢お茶でうがい運動｣ 等の支援活動等、伊勢茶のPRを行い、緑茶ファンを増や
す運動に取り組みました。
（1）高等学校等を対象とした「伊勢茶の淹れ方教室」

直前まで準備しましたが中止し、急須等の配付を行いました。
（2）伊勢神宮 ｢伊勢茶接待所｣ 開設（昭和44年～）

神宮と協議の結果、前年度に引き続き休止しました。

3　伊勢神宮 ｢伊勢茶（新茶）｣ 奉納事業（継続）
18回目となる新茶の奉納を令和3年4月20日（火）、会頭、手もみ茶技術伝承保存会会長等
10名で新茶約4kgを奉納しました。

4　伊勢茶認証店支援事業（継続）
増刷した「伊勢茶の歴史」に伊勢茶認証店一覧を掲載していただきました。

（良質な伊勢茶の生産・経営基盤強化）

5　第2期 ｢伊勢茶リフレッシュ運動｣ 推進事業（継続）
3茶業組合40戸の皆さんが、改植11.1ha、新植2.1ha、台切り0.7ha、茶園整理1.1ha、てん茶
直接被覆資材4.4haが実施されました。

6　燃油価格高騰緊急対策
令和2年度末に脱退しましたが、昨今の燃油価格高騰を受けて令和4年度から再加入しまし
た。本年度は、来年度に向けての加入推進及び補填金積立を行いました。
〇1次公募（4月1日購入分）　
　採択及び62茶工場　燃油補填積立金　�54,056,500円積立済
〇2次公募（4月15日以降購入分）　3月23日締切　
　公募申請済み93茶工場（新規31）　燃油補填積立金　105,447,100円
〇2次公募2次締切（5月1日以降購入分）94茶工場（新規1）
　燃油補填積立金　107,025,000円
※�最終的に94茶工場が加入し、国の補助金分（1/2）合わせて215,050,000円資金造成して燃油高騰に

対応することになった。

7　品質向上・品評会参加事業
茶生産技術の向上と良質伊勢茶生産の発揚の場として、第75回全国茶品評会及び第73回関
西茶品評会に参加し、全国茶品評会には、普通煎茶10㎏�1点、4㎏�7点、かぶせ茶18点、玉露
3点、てん茶1点の計30点を、関西茶品評会には、普通煎茶40点、深蒸し煎茶63点、かぶせ茶
17点の計120点を出品しました。全国お茶まつり埼玉大会は式典等が中止されましたが、関西
茶業振興大会奈良大会の式典は開催されました。伊勢茶品評会を休止したため、振興大会に代
わる研修会開催を模索しましたが実施出来ませんでした。
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（1）第75回全国茶まつり埼玉大会
【日　程】

月　　　日 場　　　所
全国茶品評会 11月16日（火）～19日（金） ㈱静岡茶市場
褒 賞 授 与 式 11月28日（日）　 ウェスタ川越

【出品点数等】
普通煎茶

かぶせ茶 玉露 てん茶 総計
10kg 4kg

出品茶数　県 1 7 18 3 1 30
　　　　全体 103 108 91 105 112 830
出品都府県数 7 15 7 6 8 20

（2）第73回関西茶業振興大会奈良県大会
【日　程】

月　　　日 場　　　所
関西茶品評会 8月3日（火）～5日（木） 奈良県農協広域茶流通センター
褒 賞 授 与 式 11月6日（土） 奈良県コンベンションセンター

【出品点数等】
普通煎茶 深蒸し煎茶 かぶせ茶 総計

出品茶数　県 40 63 17 120
　　　　全体 139 65 26 374
出品都府県数 6 3 4 6

【関西茶品評会特別賞】
（深蒸し煎茶の部）
農林水産大臣賞 ㈲深緑茶房　仁田　　勲 松阪市
農林水産省生産局長賞 ㈲深緑茶房　高尾　哲也 松阪市
（公社）日本茶業中央会長賞 マル友製茶　青木　昌代 松阪市
全国茶生産団体連合会長賞 マル友製茶　青木　大治 松阪市
全国茶商工業協同組合連合会理事長賞 広地製茶　　廣地　順子 松阪市

（かぶせ茶の部）
農林水産省生産局長賞 ㈲萩村製茶　萩村　浩史 四日市市

【産地賞】
深蒸し煎茶の部 1位　松阪市
かぶせ茶の部 1位　四日市市、3位　鈴鹿市

8　｢安全安心な伊勢茶づくり運動｣ 推進事業（継続）
GAP認証の維持経費負担を軽減するため、市場等関係者による産地認証の議論がスタートし
ました。

9　地区茶業組合等活動助成事業（継続）
地域における組合活動の推進と「伊勢茶の需要拡大｣、｢伊勢茶リフレッシュ運動」、｢安全安
心な伊勢茶づくり運動｣ への取り組みを強化するため茶業組合等へ助成しました。

10　後継者等育成組織助成事業（継続）
後継者育成の重要性に鑑み、後継者等育成組織の活動を支援助成しました。
（�県茶業青年団、県茶生産青年会、県手もみ茶技術伝承保存会、日本茶インストラクー協会三重県支部）�

11　茶情報等の発行（継続）
茶情報（年2回）を発行しました。
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伊勢茶推進協議会
県内市場（三重茶農協、全農みえ）、三重県茶業組合連絡協議会、三重県茶業会議（監事対応
先組織）で組織構成し、伊勢茶の啓蒙宣伝活動と消費拡大、及び安全安心な生産流通を図って
います。
〇令和3年度活動状況（令和3年4月1日から令和4年3月31日）
コロナ禍で活動が制限されたが伊勢茶の情報発信を行った。
ECツールを活用した販売活動や県が行った「伊勢茶マイボトルキャンペーン」とも歩調を
あわせマイボトルの普及にも努めた。
（1）広告宣伝対策　
①SNSツールを活用した伊勢茶宣伝活動
②旅行情報誌への広告掲載
③伊勢茶野立看板の管理（継続申請、修繕等）

（2）消費・販売宣伝対策
①ECツールを活用した新商品の販売
②茶柱タツグリーディングの管理
③販促資材作成（マイボトル、伊勢茶冊子等）

（3）生産対策
①JGAP生産管理システム機能改修
②安全・安心伊勢茶づくり支援（市場出荷検査袋と茶出荷表・製茶記録用紙）

〇令和4年度計画（主な新企画）
コロナ禍、全国的なイベント活動等の自粛が予想されるため、本年は昨年度から開始・拡充
されたSNS・Eツールのさらなる拡充に努め、伊勢茶宣伝・販促活動を積極的に行う。
また、生産対策として、定点観測カメラの設置やJGAP生産管理システムも更新等を行う。

三重県の令和4年度計画
三重県では、厳しい茶業界の現状踏まえて、昨年度伊勢茶振興計画を改定するとともに、様々
な取り組みが実施されます。その概要を以下のとおり紹介します。
〇伊勢茶新商品・新サービス展開事業の実施
県内の生産者や製茶関係業者（卸、小売とも）等が取り組む伊勢茶の新商品、新サービスの
展開に対して補助率2/3以内で上限50万円を助成
※�茶業会議所では、事業の周知等で協力しました。本年度は、既に8事業者が採択され、事業が展開され

ています。

〇伊勢茶マイボトルキャンペーン（と、伊勢茶。）
県内において伊勢茶の消費拡大を図るため、マイボトルを使って簡便な方法で�本格的な緑茶
が楽しめるティーバッグを活用した飲み方をキャンペーンとして推進
　・伊勢茶応援団【Ise�Cheers】の応募
　伊勢茶を一緒に応援いただける企業や店舗を募集　（8月20日時点約380）

関係組織の令和3年度活動状況と関係組織の令和3年度活動状況と
令和4年度活動計画の概要紹介令和4年度活動計画の概要紹介
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　・「と、伊勢茶。」通信の発信

（参考）　「と、伊勢茶。」伊勢茶マイボトルキャンペーンのURL
　　　　�https://www.to-isecha.pref.mie.lg.jp/index.html
※茶業会議所では、伊勢茶認証店をはじめ関係者がこのキャンペーンに協力していきます。

〇�三重県立総合博物館（MieMu）で、昨年度に引き続き、伊勢茶に関する企画展（11/3～11/17）を
実施
※茶業会議所では、伊勢茶の歴史、文化的価値を発信する機会として協力していきます。

トピックス （4月以降の主な出来事）

�神宮奉納、マスコミ等に情報発信

令和4年4月25日　伊勢神宮（内宮）に伊勢茶（新茶）の奉納も今年で19回目を迎えました。
今年も新型コロナウイルス感染症の拡大への対応が必要となりましたが、人数制限のうえ三
重県茶業会議所会頭、三重県手もみ茶技術伝承保存保存会会長など約10名が、隊列を組んで奉
納を行い、日頃の感謝と今年の茶業の盛況とともに新型コロナウイルスの早期終息を祈願いた
しました。
本年度は、大台町観光協会の協力を得て、奉納の様子を動画配信することが出来、情報発信
としての役割も果たせました。

　写真2枚

�燃油高騰対策（茶セーフティネット構築事業）の急騰特例発動

94工場が参画している茶セーフティネット構築事業は、本年度のA重油の発動基準価格が
81.0円/ℓ、急騰特例で88.6円/ℓに設定されており、4月～10月の全国の月別平均価格がこれ
を上回った場合、その差額が補填単価となり、加入者の該当月の購入数量に乗じて補填される
仕組みとなっています。
ある程度予想されたこととはいえ、4月110.9円（補填29.9円）、5月108.6円（補填27.6円）、
6月110.8円（補填29.8円）、7月110.2円（補填29.2円）と連続の発動となっています。
補填金は、あらかじめ加入者が積み立てた相当額を国から補助され資金造成した財源から支
出されることから、積立額が少なかった（高騰額を低く予想した）方には、残念ながら補填終
了となるケースも発生しています。
次年度に向けて、制度改善の要望や本県の対応についても検討していく必要があります。
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�伊勢抹茶の商標を登録

令和4年7月20日、三重県茶商工業協同組合、全国農業協同組合連
合会、三重茶農業協同組合が連名（伊勢茶の地域ブランド商標と同じ）
で、昨年度より特許庁に申請を行っていた伊勢抹茶の商標（意匠）が
登録されました。
これにより、三重県で生産された抹茶やその加工品に伊勢抹茶の表
示等が可能になり、三重県茶業会議所会員は、商品への表示等の選択
肢が増えることになりました。
今後、商標の運用については、伊勢茶商標に準じて検討していきます。

�第76回全国茶品評会及び第74回関西茶品評会の情報

○第76回全国茶品評会審査会（京都府）が8月23日～26日に実施されました。
残念ながら本県の入賞はありませんでした。
なお、11月に予定しておりました「第39回全国茶生産青年の集い」（審査技術競技会、夕べ）
については、9月2日に中止が決定されました。

○�第74回関西茶品評会審査会（滋賀県）が8月3日～5日実施され、深蒸し煎茶の部で中村製茶�
園田�和俊�氏が農林水産大臣賞を受賞するなど県内出品茶が好成績を収めました。
また、深蒸し煎茶の部で松阪市が産地賞1位、普通煎茶の部で大台町が産地賞2位、かぶせ
茶の部で鈴鹿市が産地賞3位となりました。
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品評会では、普通煎茶の部30点、深蒸し煎茶の部71点、かぶせ茶の部42点の合計143点が
出品され、審査会は三重県農業研究所�茶業・花植木研究室において以下の日程により内山達也
茶業・花植木研究室長を審査長として17名の専門審査員で厳正に審査されました。

成 分 分 析 令和4年8月24日

官 能 審 査 令和4年9月8日

価 格 審 査 令和4年9月9日

その結果1等に12名、2等に14名、3等に20名の方が入賞され、入賞者には令和4年11月24
日（木）三重県教育文化会館で開催される第45回伊勢茶振興大会で褒賞授与を行います。
その中から次の方々が特別賞を受賞されました。

第45回伊勢茶品評会特別賞
（普通煎茶の部）
農林水産大臣賞/三重県知事賞 1等1席 大 台 町 中西　一浩

東海農政局長賞 1等2席 中西　みどり

三重県議会議長賞 1等3席 ㈲萩村製茶　萩村　和樹

（深蒸し煎茶の部）
農林水産省農産局長賞/三重県知事賞 1等1席 松 阪 市 ㈲深緑茶房

三重県議会議長賞 1等2席 大 台 町 西村　一馬

（公社）日本茶業中央会長賞 1等3席 度 会 町 畑中　勇作

全国茶生産団体連合会長賞 1等4席 大 台 町 西村　陽子

全国茶商工業協同組合連合会理事長賞 1等5席 度 会 町 ㈲畑中製茶

関西茶業協議会長賞 1等6席 度 会 町 ㈲畑中製茶　畑中　藤治

（かぶせ茶の部）
農林水産大臣賞/三重県知事賞 1等1席 鈴 鹿 市 前田　有

東海農政局長賞 1等2席 四日市市 池田　達彦

三重県議会議長賞 1等3席 四日市市
ヤマギシズム水沢美里
実顕地　長谷川　健司

3年ぶりに伊勢茶品評会を開催3年ぶりに伊勢茶品評会を開催

価格審査官能審査

大 台 町

四日市市
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肥料価格の高騰しており、茶農家の経営に影響を緩和するため、国において、肥料価格上昇
分の一部を支援されることになりましたので以下のとおり、概要を紹介させていただきます。
また、同対策に合わせて県による上乗せ支援が行われることも発表されていますので、詳細
については、県や農協、肥料販売店等にお問い合わせください。

肥料価格高騰対策事業
肥料価格の高騰による農業経営への影響緩和のため、化学肥料の低減に向けて取り組む農業
者の皆様の肥料費を支援します。

支援の対象となる肥料
令和4年6月から令和5年5月に購入した肥料（本年の秋肥と来年の春肥として使用する肥料）
が対象

支援の内容
化学肥料低減の取組を行った上で前年度から増加した肥料費について、その7割を支援金と
して交付します。

支援金 ＝ （当年の肥料費 ― 当年の肥料費 ÷ 価格上昇率 ÷ 使用量低減率） × 0.7 
［統計データを基に決定］ ［ 0.9 ］

※この金額に県の支援金が上乗せ交付（農家負担分3割の1/2）される予定です。

申請に必要なもの
①�本年秋肥（令和4年6月～10月に注文）、来年春肥（令和4年11月～令和5年5月に注文）の
購入価格がわかるもの（注文票など）
　本年秋肥と来年春肥は、それぞれをまとめて、別々に申請
　注文票のほか、領収書または請求書が必要
②化学肥料低減に向けた取組に2つ以上取り組むこと
　チェックシート（化学肥料低減計画書）で記入申告

申請方法
5戸以上の農業者グループで申請（農協や肥料販売店などでまとめての申請を想定）
申請先や申請期限は、県・市町、またはお近くの農協、肥料販売店にお問い合わせください。

スケジュール
令和4年10月頃～　農業者グループからの申請（秋肥分）
令和4年12月頃～　農業者グループへの支援金の交付（秋肥分）
令和5年� 2月頃～　農業者グループからの申請（春肥分）
令和5年� 3月頃～　農業者グループへの支援金の交付（春肥分）

（参考）
・農林水産省　肥料価格高騰対策URL
　https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/220729.html
・三重県　肥料価格高騰対策事業（肥料販売店向け）URL
　https://www.pref.mie.lg.jp/NOAN/HP/m0110400103.htm

肥料価格高騰対策事業の紹介肥料価格高騰対策事業の紹介
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三重県茶業会議所茶業振興費徴収規定

三重県茶業会議所（以下「会議所」という。）の運営並びに事業推進のため茶業振興費を次により
徴収する。
１．茶業振興費の賦課金
三重県内で生産された荒茶1㎏について
荒茶割（県内県外を問わず売手）3円、買入割（県内県外を問わず買手）3円

２．徴収方法等
⑴　県内茶市場で取引した茶
　　荒茶割3円、買入割3円を茶市場が徴収代行し、6円を茶市場が会議所に納入する。
　�　ただし、徴収額がその年度の茶市場荒茶取引量から計算した額に達しないときは、その差額
（荒茶取引量から計算した額－徴収代行額）を茶市場負担の茶業振興費として茶市場が会議所に
納入する。

⑵　県内茶市場外（県内茶商工業者）で取引した茶
　�　茶割3円を茶商工業者が徴収代行し、茶商工業者は買入割3円を加算して6円を会議所に納入
する。

⑶�　茶生産者が県内茶市場、県内茶商工業者等以外（直売又は県外茶市場、県外茶商工業者等）
に販売した茶については1㎏当たり6円を茶生産者が会議所に直接納入する。

⑷　（2）、（3）については、茶業振興費の徴収額（推定額）を割当てることができる。
３．納入方法
茶業振興費の納入は、7月、9月、12月、2月の各月末日に各期間分を会議所に納入し、2月末日

以降の分は年度末に納入する。
４．付　則
⑴　この規定は、毎年度の会議所総会において当該年度の実施について承認を得なければならない。
⑵　この規定は、平成12年度産茶から実施する。

［振 込 先］　（郵便振込の場合）　　　　　　　　　　（銀行振込の場合）
　　　　　　��口座　00870－6－91091　　　　　　�百五銀行県庁支店　普通預金　№3310
　　　　　　��口座名義　三重県茶業会議所　　　　��口座名義　三重県茶業会議所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�会頭　鎌田　隆郎

開催日時� 令和4年11月24日（木）午後2時30分から

開催場所� 津市桜橋2丁目2－142　三重県教育文化会館�多目的ホール

参加人数� 100名程度

内　　容� （1）大会行事　・茶業功績者表彰
� 　　　　　　　・伊勢茶品評会褒賞授与（会頭賞　特別賞　産地賞）
� 　　　　　　　・出品茶品質向上奨励金贈呈式
� 　　　　　　　・大会宣言
� （2）講演会　調整中

　※恒例の懇親会は新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ実施しない方向です。

第45回伊勢茶振興大会の開催についてお知らせ



茶 情 報令和4年9月30日

14

三重県農薬商業協同組合

理 事 長 中　村　剛　明

副 理 事 長 青　木　貴　行

加　藤　眞　八

事　務　所 津市桜橋１丁目649番地

T E L  059－225－7617

F A X  059－225－5341

大事な茶樹を病害虫から守る ! !

副 理 事 長

三 重 県 肥 料 商 業 組 合

理 事 長 加　藤　眞　八

副 理 事 長 九　鬼　十三男

今　谷　　　勝

事　務　所 津市桜橋１丁目649番地

T E L  059－225－5341

F A X  059－225－5341

おいしいお茶に最適の肥料を ! !

副 理 事 長

丹　羽　　　通常 務 理 事
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